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（
殺

処
分

羽
数

：
3
,7

8
7
万

羽
）
※

20
17

年
5月

12
日

時
点

韓
国

に
お

け
る

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
発

生
状

況
（
2
0
1
6
年

1
1
月

～
2
0
1
7
年

5
月

）

・
H

5
N

6
5
2
件

・
H

5
N

8
1
3
件

【
野

鳥
で

の
検

出
状

況
】

※
2
0
1
7
年

5
月

1
2
日

時
点

：
家

き
ん

で
の

事
例

（
H

5N
6）

：
家

き
ん

で
の

事
例

（
H

5N
8）

：
野

鳥
で

の
事

例
：
家

き
ん

で
の

事
例

が
確

認
さ

れ
た

道

忠
清

北
道

（
8
5
件

）

江
原

道
（
4
件

）

世
宗

特
別

自
治

市
（
1
7
件

）

慶
尚

南
道

（
4
件

）

釜
山

広
域

市
（
1
件

）

済
州

道

大
田

広
域

市

蔚
山

広
域

市

慶
尚

北
道

光
州

広
域

市

ソ
ウ

ル
特

別
市

大
邱

広
域

市

全
羅

南
道

（
3
7
件

）

全
羅

北
道

（
4
7
件

）

忠
清

南
道

（
6
4
件

）

仁
川

広
域

市
（
1
件

）

京
畿

道
（
1
2
3
件

）

※
出

典
：
韓

国
農

林
畜

産
食

品
部

家
き

ん
で

の
発

生
件

数
:3
83

件

H
5

N
6

H
5

N
8

あ
ひ

る
1

3
6

2
3

鶏
1

9
8

1
6

う
ず

ら
等

8
1

混
合

1
0

計
34

3
40
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2
0
1
7
年

6
月

2
2
日

現
在

韓
国

に
お

け
る

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
H

5
N

8
亜

型
）
の

発
生

状
況

（
2
0
1
7
年

6
月

以
降

）

※
出

典
：
O

IE
、

韓
国

農
林

畜
産

食
品

部

：家
き

ん
で

の
事

例

世
宗

特
別

自
治

市

釜
山

広
域

市
機

張
郡

2件

大
田

広
域

市

光
州

広
域

市

大
邱

広
域

市

全
羅

南
道

全
羅

北
道

群
山

市
6件

益
山

市
5件

完
州

郡
2件

全
州

市
1件

任
實

郡
5件

淳
昌

郡
1件

忠
清

南
道

仁
川

広
域

市

京
畿

道

坡
州

市
1件

済
州

特
別

自
治

道
済

州
市

6件

忠
清

北
道

江
原

道 慶
尚

北
道

ソ
ウ

ル
特

別
市

蔚
山

広
域

市
南

区
1件

蔚
州

郡
2件

慶
尚

南
道

梁
山

市
1件

固
城

郡
2件

発
生

件
数

3
5
件
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新
疆

ウ
イ

グ
ル

自
治

区

雲
南

省

チ
ベ

ッ
ト

自
治

区

甘
粛

省

青
海

省

貴
州

省
江

西
省

四
川

省

江
蘇

省

福
建

省

広
東

省

海
南

省

広
西

チ
ワ

ン
族

自
治

区

湖
南

省

黒
龍

江
省

内
モ

ン
ゴ

ル
自

治
区

北
京

市

香
港天
津

市

マ
カ

オ

河
北

省

山
西

省 河
南

省

湖
北

省

重
慶

市

安
徽

省

浙
江

省

山
東

省
寧

夏
回

族
自

治
区

陝
西

省

中
国

に
お

け
る

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
発

生
状

況
（
2

0
1
5
年

1
月

以
降

）

※
出

典
：O

IE
他遼

寧
省

吉
林

省

【
チ

ベ
ッ

ト
自

治
区

】
20

15
年

5月
（
H

5N
1）

野
鳥

＊
3

20
17

年
6月

22
日

現
在

【
青

海
省

】

20
15

年
7月

（
H

5N
1）

野
鳥

＊
2

【
湖

南
省

】

20
15

年
1月

（
H

5N
6）

家
き

ん

20
15

年
2月

（
H

5N
6）

家
き

ん

20
15

年
12

月
（
H

5N
6）

ク
ジ

ャ
ク

20
16

年
1月

（
H

5N
6）

ク
ジ

ャ
ク

・
コ

ク
チ

ョ
ウ

20
16

年
6月

（
H

5N
6）

家
き

ん

20
17

年
1月

（
H

5N
6）

が
ち

ょ
う

20
17

年
2月

（
H

7N
9）

家
き

ん

20
17

年
3月

（
H

7N
9）

家
き

ん
【
広

西
チ

ワ
ン

族
自

治
区

】

20
15

年
2月

（
H

5N
1）

ベ
ン

ガ
ル

ト
ラ

20
17

年
3月

（
H

7N
9）

家
き

ん

【
広

東
省

】

20
15

年
8月

（
H

5N
6）

家
き

ん

20
17

年
1月

（
H

7N
9）

家
き

ん

20
17

年
2月

（
H

7N
9）

家
き

ん

20
17

年
3月

（
H

7N
9）

家
き

ん

野
鳥

・
飼

育
鳥

の
鳥

種
は

以
下

の
と

お
り

＊
1

ホ
シ

ハ
ジ

ロ
、

オ
オ

ハ
ク

チ
ョ

ウ
、

ス
ズ

ガ
モ

＊
2

オ
オ

ズ
グ

ロ
カ

モ
メ

＊
3

イ
ン

ド
ガ

ン
＊

4 
 ハ

ジ
ロ

カ
イ

ツ
ブ

リ
＊

5 
  コ

ク
チ

ョ
ウ

＊
6 

  コ
ブ

ハ
ク

チ
ョ

ウ

【
江

西
省

】

20
15

年
1月

（
H

5N
1）

家
き

ん

20
16

年
3月

（
H

5N
6）

家
き

ん

【
河

南
省

】

20
15

年
1月

（
H

5N
1）

野
鳥

＊
1

20
17

年
5月

（
H

7N
9）

家
き

ん

【
江

蘇
省

】

20
15

年
1月

（
H

5N
2）

家
き

ん

20
15

年
1月

（
H

5N
6）

が
ち

ょ
う

20
15

年
3月

（
H

5N
6）

が
ち

ょ
う

20
15

年
6月

（
H

5N
1)

 観
賞

鳥

20
15

年
8月

（
H

5N
2）

が
ち

ょ
う

【
内

モ
ン

ゴ
ル

自
治

区
】

20
15

年
5月

（
H

5N
1）

野
鳥

＊
4

20
17

年
5月

（
H

7N
9）

家
き

ん

20
17

年
6月

（
H

7N
9）

家
き

ん

【
甘

粛
省

】

20
16

年
10

月
（
H

5N
6）

家
き

ん

【
貴

州
省

】

20
15

年
6月

（
H

5N
1)

 鶏
20

16
年

1月
（
H

5N
1）

家
き

ん

20
16

年
2月

（
H

5N
6）

家
き

ん

20
16

年
8月

（
H

5N
6）

家
き

ん

【
新

疆
ウ

イ
グ

ル
自

治
区

】

20
16

年
12

月
（
H

5N
6）

家
き

ん

【
湖

北
省

】

20
16

年
10

月
（
H

5N
6）

家
き

ん

20
17

年
1月

（
H

5N
8）

飼
育

鳥
＊

5

20
17

年
3月

（
H

5N
6）

家
き

ん

【
山

西
省

】
20

16
年

12
月

（
H

5N
8）

野
鳥

＊
6

【
天

津
市

】

20
17

年
5月

（
H

7N
9）

家
き

ん

【
河

北
省

】
20

17
年

4月
（
H

7N
9）

家
き

ん

【
陝

西
省

】

20
17

年
5月

（
H

7N
9）

家
き

ん

【
四

川
省

】

20
16

年
12

月
（
H

5N
6）

家
き

ん

【
福

建
省

】

20
17

年
3月

（
H

7N
9）

家
き

ん
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中
国

に
お

け
る

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
H7

N
9亜

型
）
の

発
生

状
況

（
20
17

年
1月

以
降

）

※
出

典
：O

IE

新
疆

ウ
イ

グ
ル

自
治

区

雲
南

省

チ
ベ

ッ
ト

自
治

区

甘
粛

省

青
海

省

貴
州

省

江
西

省

四
川

省

江
蘇

省

福
建

省

広
東

省

海
南

省

広
西

チ
ワ

ン
族

自
治

区湖
南

省

黒
龍

江
省

内
モ

ン
ゴ

ル
自

治
区

北
京

市

香 港

天
津

市

上
海

市

澳 門

河
北

省

河
南

省

湖
北

省

重
慶

市

安
徽

省

浙
江

省

山
東

省
寧

夏
回

族
自

治
区

陝
西

省

吉
林

省

遼
寧

省

：
H

P
A

I（
家

き
ん

）

：
LP

A
I（

家
き

ん
）

：
LP

A
I（

環
境

）

山
西

省

【
河

北
省

】
20

17
年

4月
１

件

2
0

1
7
年

6
月

2
2
日

現
在

【
天

津
市

】

20
17

年
5月

１
件

【
河

南
省

】

20
17

年
5月

１
件

【
湖

南
省

】

20
17

年
2月

２
件

20
17

年
3月

１
件

【
広

東
省

】

20
17

年
1月

３
件

20
17

年
2月

４
件

20
17

年
3月

３
件

※
低

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（

H
7

N
9
）
は

、
2

0
1

3
年

4
月

4
日

～
2

0
1

4
年

6
月

3
日

ま
で

に
、

1
2
省

・
市

で
4

3
件

確
認

【
陝

西
省

】

20
17

年
5月

1
件

【
内

モ
ン

ゴ
ル

自
治

区
】

20
17

年
5月

１
件

20
17

年
6月

１
件

【
福

建
省

】

20
17

年
3月

１
件

【
広

西
チ

ワ
ン

族
自

治
区

】

20
17

年
3月

１
件
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発
生

件
数

：
1

8
5
件

20
17

年
6月

22
日

現
在

宜
蘭
県

花
蓮
県

台
東
県

屏
東
県

高
雄
市

嘉
義
県

雲
林
県

彰
化
県

苗
栗
県

新
竹
県

桃
園
市

新
北
市

南
投
県

台
南
市

嘉
義
市

台
中
市

高
雄

市
：

1
2
件

嘉
義

県
：

1
7
件

屏
東

県
：

1
2
件

：
発
生
地
域

桃
園

市
：
1
件

彰
化

県
：

1
5
件

雲
林

県
：

8
0
件

台
北

市
：
6
件

新
竹
市

台
南

市
：

2
1
件

台
中

市
：

3
件

新
竹

県
：
1
件

新
北

市
：
4
件

南
投

県
：

1
件

花
蓮

県
：

5
件

宜
蘭

県
：

7
件

（
件

）

※
出

典
:O

IE

台
湾

の
家

き
ん

に
お

け
る

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
発

生
状

況
（
2
0
1
6
年

1
月

～
2
01

7
年

5
月

）

H
5
N

2
9

6
2

5
2

0
0

0
1

0
0

1
9

4
2

3
9

1
2

1
0

H
5
N

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
3

0
0

0

H
5
N

8
2

1
1

3
0

1
2

1
0

0
3

5
1

5
5

0
4

計
1
1

7
3

8
2

1
2

1
1

0
3

6
1
0

6
0

4
4

1
2

1
4

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

月
別

発
生

件
数

（
20
16

年
1月

以
降

）
2

0
1

7
年

2
0

1
6
年
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出
典

：
O

IE
等

欧
州

に
お

け
る

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

（
H

5
N

8
亜

型
）

の
発

生
状

況
（
2

0
1

6
年

1
0
月

～
2

0
1
7
年

5
月

）

：
家

き
ん

で
の

発
生

が
確

認
さ

れ
た

国

【
オ

ラ
ン

ダ
】

家
き

ん
9件

野
鳥

56
件

【
英

国
】

家
き

ん
12

件
野

鳥
18

件
【
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
】

家
き

ん
5件

野
鳥

37
件

飼
育

鳥
1件

【
ド

イ
ツ

】
家

き
ん

89
件

野
鳥

18
2件

飼
育

鳥
15

件

【
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
】

野
鳥

9件

【
ク

ロ
ア

チ
ア

】
家

き
ん

7件
野

鳥
10

件

【
イ

タ
リ

ア
】

家
き

ん
16

件
野

鳥
4件

【
ス

ペ
イ

ン
】

家
き

ん
10

件
野

鳥
2件

【
フ

ラ
ン

ス
】

家
き

ん
44

5件
野

鳥
54

件
飼

育
鳥

1件

【
デ

ン
マ

ー
ク

】
家

き
ん

1件
野

鳥
51

件
飼

育
鳥

1件

【
セ

ル
ビ

ア
】

家
き

ん
4件

野
鳥

20
件

【
ス

ロ
ベ

ニ
ア

】
野

鳥
20

件

【
ポ

ル
ト

ガ
ル

】
野

鳥
1件

【
ベ

ル
ギ

ー
】

野
鳥

6件 【
ス

イ
ス

】
野

鳥
87

件

【
オ

ー
ス

ト
リ

ア
】

家
き

ん
2件

野
鳥

26
件

飼
育

鳥
1件

【
チ

ェ
コ

】
家

き
ん

38
件

野
鳥

33
件

【
ボ

ス
ニ

ア
・
ヘ

ル
ツ

ェ
ゴ

ビ
ナ

】
家

き
ん

1件
野

鳥
1件

飼
育

鳥
1件

【
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
】

野
鳥

15
件

飼
育

鳥
1件

【
リ

ト
ア

ニ
ア

】
野

鳥
4件

【
ポ

ー
ラ

ン
ド

】
家

き
ん

64
件

野
鳥

69
件

【
ス

ロ
バ

キ
ア

】
家

き
ん

9件
野

鳥
59

件
飼

育
鳥

1件

【
ハ

ン
ガ

リ
ー

】
家

き
ん

23
9件

野
鳥

56
件

【
ル

ー
マ

ニ
ア

】
家

き
ん

45
件

野
鳥

89
件

飼
育

鳥
2件

【
ブ

ル
ガ

リ
ア

】
家

き
ん

54
件

野
鳥

13
件

飼
育

鳥
1件

【
ギ

リ
シ

ャ
】

家
き

ん
5件

野
鳥

8件

【
マ

ケ
ド

ニ
ア

】
家

き
ん

1件

※
下

線
部

は
直

近
の

更
新

点



（農場数）

参考３：「５．総合的考察」関連

平成 年の高病原性鳥インフルエンザ発生に係る分析

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

動物衛生研究部門 疫学ユニット

【背景】
・ 今回発生事例が認められた 事例のうち、 事例で発生農場の近隣に池や沼、川があることが

確認。
・ 池や沼、川などの水辺は、野鳥の飛来が想定され、ここで高病原性鳥インフルエンザウイルス

に暴露された野鳥、ねずみ等の野生動物が、農場へのウイルスの侵入要因になる可能性が考え
られることから、これらの農場近隣の水辺と発生の有無の関連について分析を実施。

【方法】
発生農場（ケース）における水辺の有無とランダムに選んだ非発生農場（コントロール）に

おける水辺の有無を比較した場合、発生農場で周辺に水辺のある農場が有意に多ければ、水辺
が発生と関連していると考えられる（ケースコントロール研究）。
発生農場から半径 以内にある、飼養羽数 羽以上の農場から、発生農場１農場につ

き最大 農場をコントロール農場としてランダムに抽出した。採卵鶏農場又は肉用鶏農場の別
はそれぞれ発生農場に合わせた。該当する農場が半径 以内に３農場以下である場合は、全
てをコントロール農場とした。発生農場のうち、青森県の発生農場（２戸）については、該当
するコントロール農場が存在しなかったことから、分析の対象外とした。
発生農場及びコントロール農場について、地理情報システムを用いて農場周辺画像を確認

し、農場の鶏舎から 以内に水辺（池、沼又は川）がある場合、「水辺あり」と判定し、発
生の有無と水辺の有無の関係について条件付きロジスティック回帰分析を行った。

【結果】
発生の有無と水の有無を集計したところ表のとおりとなり、条件付きロジスティック回帰分

析により、発生農場では、周辺に水辺のある農場が有意に多いことが示された
（ 値：＜ ）。

表 発生の有無と水辺の有無の集計結果

【考察】
今期の国内発生においては、農場近隣の水辺の有無が発生のリスク要因となっていた可能性

が示された。水辺の存在がどのように発生に関わっているか、また、過去の国内発生において
も関連があったのかどうかなどについては、さらに分析が必要と考えられた。

発生の有無

あり なし 合計

水
辺
の
有
無

あり 9 10 19

なし 1 33 34

合計 10 43 53



参考４：「６．提言」関連

高病原性鳥インフルエンザ防疫対応状況（岩手県）

【鶏飼養状況】

肉用鶏農場： 戸 万羽

採卵鶏農場： 戸 万羽

種鶏場： 戸 万羽

【ウイルス検出状況】

時期（回収日）： ～

場所：盛岡市、滝沢市、一関市、花巻市、

大船渡市、紫波町

鳥種：オオハクチョウ、コハクチョウ、マガモ、

オオバン

株数： 亜型 株

従来から生産者が実施している対策 Ｈ 年度に生産者が追加実施した対策

 野生鳥獣対策

・ため池等への防鳥ネット、テグス設置
（野鳥、水鳥の飛来防止）
・管理者自ら、殺鼠剤等でネズミ駆除

・鶏舎の破損箇所や防鳥ネットの定期的
な点検、補修

 消毒
・農場敷地内、鶏舎周囲への石灰散布
・鶏舎前室内に消毒槽設置

・衛生管理区域への入場時に車両、手
指、履物を消毒

 管理

・鶏舎内専用履物に履替
・養鶏関係者との接触制限（ ～ 月）

 野生鳥獣対策

・積雪で切れないロープに交換、反射テー
プを追加設置
・専門業者にネズミ駆除を委託（回数増）
・ 年 ～ 月に鶏舎の隙間や防鳥ネッ
トの一斉点検、補修を実施

 消毒
・石灰散布回数増（秋季から開始）
・鶏舎前室全面への石灰散布

・衛生管理区域から退場時も、車両、手指、
履物を消毒

 管理

・履物を 種用意（通勤用、衛生管理区域
外用、同内用、鶏舎内用）、履替

・養鶏関係者との接触制限延長（ ～ 月）

野鳥での検出場所

養鶏農場

【対応状況】 ※通常実施する防疫対策に加え、独自に強化した対策のポイント
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● ため池の野鳥飛来防止対策

● 独自の消毒対応

● サービスルームでの履替、消毒の強化



高病原性鳥インフルエンザ防疫対応状況（茨城県）

① 県の対応
 県内の野鳥発生時の対応
• 野鳥発見場所の消毒の支援
• 市町村を対象とした防疫対策会議の開催
• 死亡野鳥の解剖写真等を活用し、分離ウイルスが強毒であることの周知徹底

農場消毒の強化
• 農場消毒のポイントの指導（リーフレット配布）

 家畜保健衛生所における野鳥の検査体制の強化（正確な発生状況の把握）
• 土日・休日の検査体制強化（年末年始を含めた検査対応）
• 簡易検査実施後，病性鑑定施設でウイルス分離
• 簡易検査陽性個体及びウイルス分離個体の による 亜型（ 型、 、 ）判定
• 湖沼の糞便検査（県内 湖沼 回 月 湖沼 検体）

 万一に備えた体制整備
• 連携協定先 産廃業協会、ペストコントロール協会、建設業協会、動物用医薬品器

材協会等）との情報共有並びに焼却施設の現地確認及び連携協定締結

② 市町村，団体の対応
市町村
• 死亡野鳥検査への協力
• 野鳥陽性事例市におけるウイルス拡散防止対策（消石灰散布，立入制限，イ ベン

ト中止、市民への広報）

 団 体
• 鹿島地区飼料工場懇話会（ 社）による飼料運搬車の消毒強化

●：養鶏農場
〇：野鳥監視重点区域

【鶏飼養状況】

肉用鶏農場： 戸 万羽

採卵鶏農場： 戸 万羽

【ウイルス検出状況】

時期（回収日）： ～

場所：水戸市、ひたちなか市、鹿嶋市、潮来市

鳥種：コブハクチョウ、コクチョウ、ユリカモメ等

株数： 亜型 株

【対応状況】 ※通常実施する防疫対策に加え、独自に強化した対策のポイント
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 野鳥監視重点区域の指定・解除

地区名 発見場所 発見日 回収日 指定日 鳥種 陽性延べ羽数 最終回収日
指定最終日

（45日後）

水戸市大塚池 11月29日 11月29日 12月2日 オオハクチョウ

水戸市千波湖 12月6日 12月6日 12月6日 ユリカモメ

水戸市桜川 12月19日 12月19日 12月19日 コクチョウ

水戸市泉町 12月15日 12月15日 12月19日 ユリカモメ

水戸市田野町

（楮川ダム）

12月20日 12月21日 12月26日 ホシハジロ

ひたちなか市田宮原

（名平洞）

12月24日 12月26日 12月26日 ユリカモメ

鹿嶋市須賀

（北浦）

12月18日 12月19日 12月19日 ユリカモメ

鹿嶋市爪木

（北浦）

12月25日 12月26日 1月4日 ユリカモメ

鹿嶋市沼尾

（北浦）

12月28日 12月28日 1月4日 オオハクチョウ

潮来市前川

（北浦）

1月11日 1月11日 1月17日 オオハクチョウ

鹿嶋市中

（北浦）

1月19日 1月19日 1月24日 オオハクチョウ

水戸・ひたちなか 57 1月24日 3月10日

潮来・鹿嶋 5 1月19日 3月5日

 水戸市の湖沼におけるウイルス拡散防止対策

 生産者等への周知用資料（野鳥検出株が強毒タイプあることを可視的に説明）



高病原性鳥インフルエンザ防疫対応状況（鹿児島県）

① 県の対応

 対策本部の設置（ツルのねぐらの水からの検出を受け設置）
 配合飼料関連事業者との意見交換会

製造・配送過程における防疫体制を協議，飼料運搬車両の消毒徹底等の防疫レ
ベルを強化

 農場の指導
・平成 年 月までの指導時において、飼養衛生管理基準の遵守状況に不備の
あった約 農場に対して改善指導を継続して行い、全ての農場で改善を確認
・湖沼周辺概ね１ 圏内の家きん飼養農場に対し、防鳥ネット等の定期点検や消
毒の徹底を改めて指導

 農場の緊急消毒に加え、食鳥処理場・鶏卵処理場（県内 か所）を消石灰消毒

② 出水市の対応
 県ツル保護会の監視（死亡・衰弱ツル類の早期発見・回収）による感染拡大防止
 ツルのねぐら周辺に消毒ポイント（ 箇所）を設置
 散水車による東干拓、ツル観察センター付近の道路消毒
 市内の宿泊施設、養鶏農場、愛玩鶏飼養者等へ消毒薬を配布

③ 生産者（団体）の取組
 農場内の消毒の徹底
 他の農場・事務所への立入禁止、集会・会合の開催自粛

拡大

野鳥での検出場所

養鶏農場

【鶏飼養状況】

肉用鶏農場： 戸 万羽

採卵鶏農場： 戸 万羽

種鶏場： 戸 万羽

【ウイルス検出状況】

時期（回収日）： ～

場所：出水市

鳥種：ナベヅル、ヒドリガモ、ねぐらの水等

株数： 亜型 株

【対応状況】 ※通常実施する防疫対策に加え、独自に強化した対策のポイント
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出水市独自の消毒対応（消毒Ｐ）① 出水市独自の消毒対応（消毒Ｐ） ②

出水市独自の消毒対応（消毒Ｐ） ③ 養鶏団体独自の消毒対応（農場消毒）④

養鶏団体独自の消毒対応（農場消毒）⑤
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